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安
倍
政
権
は
、
法
案
採
決
の
前
提
と

な
る
中
央
公
聴
会
を
12
日
に
開
催
し
、

そ
の
後
、
15
日
に
特
別
委
で
安
保
関
連

法
案
を
採
決
、
16
日
の
衆
議
院
本
会
議

で
可
決
さ
せ
る
日
程
を
軸
に
調
整
し
て

い
る
。
自
民
党
の
高
村
副
総
裁
は
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
可
能
に
す
る
安
全

保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
が
十
分
得
ら
れ
な
く
て
も
採
決
に
踏

み
切
る
考
え
を
示
唆
し
た
。
世
論
調
査

で
は
安
保
法
案
へ
の
反
対
は
58
％
に
増

え
て
い
る
。
国
民
の
声
を
無
視
し
た
法

案
成
立
は
許
さ
な
い
。「
安
保
法
制
」
阻

止
に
む
け
、
声
を
上
げ
続
け
よ
う
。

16日㈭　�道本部人事評価制度の実施に関する全道
交流集会（札幌市）

　　　　�北海道公務労協2015人勧期全道総決起集
会・学習会（札幌市）

18日㈯　�やめるべ、大間原発！７．18さようなら
原発北海道集会（函館市）

23日㈭　「戦争法案」阻止市民フォーラム（札幌市）
24日㈮　第36回全国保育集会（～ 26日、山口県）
25日㈯　第４回道本部町村連幹事会（浦河町）
27日㈪　第22回執行委員会（札幌市）

７月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

大出・道本部書記長が要求事項を説明した＝７月１日

廃案にむけ「座り込み」する参加者

学生の質問に答える、（左から）藤盛副委員長・山上委員
長・難波副委員長

「戦争法案反対国会前集会」は1800人が参加し、戦争法案廃止を訴えた＝７月２日

えさきたかし参議 半田滋さんの話を真剣に聞く参加者

「戦争をさせない」全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆

〔７月８日時点集約状況〕

筆73,017

れ
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
要

求
書
を
手
交
し
た
。

　

大
出
・
道
本
部
書
記
長

（
公
務
労
協
事
務
局
長
）
が

月
例
給
・
一
時
金
を
引
き
上

げ
る
こ
と
、
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
民
間
実
態
を
踏
ま
え

た
検
討
と
す
る
こ
と
、
雇
用

と
年
金
の
接
続
に
つ
い
て
は

定
年
延
長
に
む
け
た
対
応
を

と
る
こ
と
、
非
常
勤
職
員
等

の
処
遇
改
善
な
ど
要
求
事
項

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ

た
。

　

最
終
日
に
は
、
安
保
関
連

特
別
委
員
会
を
傍
聴
し
、
そ

の
後
行
わ
れ
た
、
解
団
式
に

は
、
組
織
内
・
逢
坂
衆
議
が

か
け
つ
け
「
安
倍
首
相
の
委

員
会
答
弁
に
対
し
、
そ
れ
ら

し
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
だ

け
で
、
何
も
中
身
が
な
い
」

と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
斉

藤
道
本
部
青
年
部
長
が
、
特

別
委
員
会
の
よ
う
す
に
触
れ

な
が
ら
、
国
民
が
安
倍
首
相

の
発
言
の
意
味
を
知
る
こ
と

の
重
要
性
を
述
べ
、「
地
域
か

ら
活
動
を
も
り
立
て
て
い

く
」
と
決
意
表
明
し
た
。

武
力
行
使
を
す
れ
ば
必
ず
武

力
で
仕
返
し
が
あ
る
。『
戦
争

関
連
法
案
』
は
必
ず
廃
案
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

訴
え
た
。

　

毎
週
木
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
る
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り
実
行

委
員
会
」
主
催
の
『
戦
争
法

案
反
対
国
会
前
集
会
』
に
も

参
加
し
、
集
ま
っ
た
１
８
０

０
人
の
仲
間
と
「
改
悪
改
憲

反
対
」「
９
条
壊
す
な
」
と
シ

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

『
北
海
道
団
院
内
集
会
』

で
は
「
安
保
法
制
を
読
み
解

く
～
安
倍
政
権
の
狙
い
」
と

題
し
て
、
半
田
滋
・
東
京
新

聞
編
集
委
員
が
講
演
し
た
。

　

半
田
さ
ん
は
、「
安
倍
首
相

の
い
う
『
平
和
』
を
『
戦
争
』

と
置
き
換
え
る
と
物
事
の
本

質
が
よ
く
分
か
る
。
最
近
で

は
、
憲
法
学
者
が
立
ち
上
が

り
、
潮
目
が
変
わ
っ
て
き
た
。

衆
議
、
荒
井
衆
議
、
逢
坂
衆

議
、
小
川
参
議
、
あ
い
は
ら

参
議
、
徳
永
参
議
が
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な

か
実
施
さ
れ
た
、『
座
り
込

み
』
行
動
に
は
、
徳
永
参
議

が
か
け
つ
け
「
島
松
駐
屯
地

に
行
っ
た
際
、
国
民
の
理
解

と
支
援
で
自
衛
隊
は
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自

衛
官
か
ら
聞
い
た
。
国
民
の

理
解
の
な
い
安
保
法
案
を
通

う
母
が
い
る
』
と
い
う
東
京

新
聞
掲
載
の
『
平
和
の
俳

句
』
が
あ
る
。
女
性
も
政
治

に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た

今
、
戦
争
は
必
ず
止
め
ら
れ

る
。
そ
れ
が
社
会
の
流
れ

だ
」
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
横
路

　

前
段
の
結
団
式
に
は
、
組

織
内
・
え
さ
き
た
か
し
参
議

が
「
昨
年
に
引
き
続
き
憲
法

９
条
が
ノ
ー
ベ
ル
章
候
補
と

な
っ
た
。
世
界
は
９
条
を
認

め
て
い
る
。
９
条
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
国
内
だ

け
。『
ど
の
子
に
も
戦
い
を
嫌

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
７
月
１
～
３
日
、

東
京
都
で
『
戦
争
法
案
の
廃
止
を
求
め
る
中
央
行
動
』

を
行
い
、「
座
り
込
み
行
動
」、「
院
内
集
会
」、「
国
会
前
集

会
」
に
道
本
部
か
ら
25
人
の
仲
間
が
参
加
し
た
。

　

連
合
北
海
道

公
務
労
協
は
、

７
月
１
日
、
人

事
院
北
海
道
事

務
局
長
交
渉
を

行
っ
た
。

　

高

倉

議

長

（
全
開
発
委
員

長
）
が
「
民
間

春
闘
は
賃
上
げ

傾
向
に
あ
る
。

勧
告
に
反
映
さ

を
説
明
し
本
院
へ
意
見
反
映

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局
長

は
「
職
場
の
実
情
を
開
く
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
本
院
に

伝
え
て
い
く
」
と
の
姿
勢
を

示
し
、
各
項
目
課
題
に
関
し
、

給
与
に
つ
い
て
は
「
情
勢
適

応
の
原
則
に
基
づ
き
、
職
員

団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら

検
討
す
る
」
と
し
、
そ
の
ほ

か
の
要
求
事
項
は
、
民
間
に

お
け
る
制
度
の
運
用
状
況
や

民
間
調
査
に
基
づ
き
対
応
す

る
と
回
答
し
た
。

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
委
員
長

と
両
副
委
員
長
が
、
自
ら
の

経
験
も
交
え
回
答
し
た
。

　

学
生
は
、「
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
公
務
員
と
現
実
の
違
い

が
少
し
理
解
で
き
た
」「
ど
の

職
場
も
厳
し
い
が
、
そ
の
な

か
で
も
労
働
組
合
の
役
割
が

あ
る
と
感
じ
た
」「
労
働
組
合

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」

と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

講
義
は
15
回
の
予
定
で
、

７
月
10
日
に
あ
い
は
ら
参

議
、
17
日
に
道
本
部
執
行
委

員
数
人
が
参
加
し
、
全
体
総

括
と
意
見
交
換
を
行
う
。

　

こ
の
間
の
講
義
は
、
単

組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ス
産
業
革
命
か
ら
労
働
組
合

の
歴
史
が
始
ま
る
。
日
本
で

は
明
治
維
新
後
の
近
代
的
工

業
の
発
展
時
か
ら
、
長
時
間

労
働
な
ど
の
過
酷
労
働
の
変

革
を
求
め
て
き
た
」
と
労
働

組
合
の
歴
史
に
触
れ
、
戦
後

日
本
の
労
働
組
合
へ
の
弾
圧

や
公
務
労
働
へ
の
労
働
基
本

権
剥
奪
の
経
緯
、
労
働
組

合
・
自
治
労
の
任
務
・
役
割

に
つ
い
て
述
べ
、「
労
働
者
に

と
っ
て
は
、
い
つ
の
時
代
も

労
働
組
合
は
必
要
な
も
の
」

と
訴
え
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
自
治
体
職
場
の
ど
ん
な

現
状
か
ら
自
治
労
は
必
要

か
」「
な
ぜ
、
選
挙
を
労
働
組

合
が
や
る
の
か
」
と
い
っ
た

組
合
の
必
要
性
を
知
る
機
会

と
し
て
、
北
海
学
園
大
学
・

川
村
準
教
授
と
連
携
し
「
社

会
科
学
特
別
講
義
『
地
方

自
治
体
の
仕
事
と
労
働
組

合
』
」
の
特
別
講
義
を
行
っ

て
い
る
。

　

６
月
26
日
、
第
12
回
目
の

講
義
と
し
て
、
山
上
委
員
長

が
、「
労
働
組
合
に
つ
い
て
」

の
講
義
を
行
い
、
藤
盛
・
難

波
両
副
委
員
長
を
交
え
た
、

学
生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

山
上
委
員
長
は
、「
イ
ギ
リ

は
な
い
こ
と
や
、
財
政
難
な

ど
の
制
約
に
あ
る
、
自
治
体

職
場
の
現
状
や
課
題
、
労
働

　

自
治
労
道
本
部
は
、
地
方

公
務
員
を
め
ざ
す
学
生
が
多

い
な
か
、
そ
の
志
が
明
確
で

『
戦
争
関
連
法
案
』は
廃
案
だ

労
働
者
に
組
合
は
必
要

月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
求
め
る

人事院北海道事務局長と交渉

山
上
委
員
長
が
講
義

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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道
本
部
と
し

て
初
の
取
り
組

み
と
な
る
、「
北

海
学
園
大
学
の

特
別
講
義
」
を

担
当
し
た
。

　

忙

し

い

な

か
、
快
く
講
師

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
、
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　

私
も
特
別
講
義
に
10
回
ほ

ど
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
る
場

面
も
あ
り
、
何
か
を
伝
え
ら

れ
た
ら
と
話
を
し
て
き
た
。

最
後
は
、
私
も
学
生
の
前
に

立
つ
予
定
だ
。

　

大
学
か
ら
は
、
毎
年
２
０

０
人
以
上
の
学
生
が
公
務
職

場
に
就
職
し
て
い
る
。

　

近
年
、
地
方
自
治
体
で
の

若
年
退
職
や
長
期
休
暇
を
よ

く
耳
に
す
る
。
学
生
の
感
想

を
見
る
と
、
学
生
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
「
公
務
員
像
」
と
現

場
の
乖
離
を
感
じ
る
。

　

自
治
労
の
役
割
に
は
、『
世

話
役
活
動
』
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
、
組
合
員
意

識
調
査
で
は
『
相
談
先
に
組

合
を
あ
げ
る
人
が
少
な
い
』

と
の
結
果
も
出
て
い
る
。
改

め
て
そ
う
し
た
運
動
の
必
要

性
を
感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た

だ
い
た
、
北
海
学
園
の
川
村

准
教
授
に
も
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。�

（
や
ま
き
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

分散会で出された「仲間の声」を全体会で発表、共有した

【
胆
振
地
方
本
部
発
】
６
月

27
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

室
蘭
で
「
２
０
１
５
胆
振
地

方
本
部
青
年
部
ヤ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
・
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」

を
開
き
、
５
単
組
26
人
が
参

加
し
た
。

　

齋
藤
・
道
本
部
青
年
部
副

部
長
が
「
組
合
っ
て
？
青
年

部
っ
て
？
」
と
題
し
講
演
し

た
。
齋
藤
副
部
長
は
「
私
た

ち
に
は
『
組
合
』
が
あ
っ
て
、

愚
痴
で
終
わ
ら
せ
ず
改
善
を

求
め
る
『
権
利
』
が
あ
る
。

青
年
部
運
動
が
職
場
、
単
組

の
状
況
、
課
題
を
考
え
る
場

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、「
『
オ
カ
シ
イ
』
こ
と
に
気

づ
く
に
は
学
習
が
必
要
。
１

人
や
２
人
か
ら
で
い
い
。
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
の
声
を
聞

こ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、「
自
費
で
研

修
に
行
っ
た
」「
貯
金
が
で
き

ず
、
将
来
の
展
望
が
描
け
な

い
」
と
い
っ
た
実
態
が
出
さ

れ
た
。

　

学
習
会
を
通
じ
て
、「
職
場

で
『
当
た
り
前
』
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は

な
か
っ
た
」
と
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

集
会
で
出
さ
れ
た
声
を
、

「
第
31
回
道
本
部
青
年
部
夏

期
交
流
集
会
」
に
持
ち
込
み
、

本
集
会
に
参
加
し
た
仲
間
に

返
し
て
い
き
た
い
。（
胆
振
地

方
本
部
・
青
年
部
長
・
髙
橋

陽
平
）

職
場
の『
オ
カ
シ
イ
』に
気
づ
け
た

　

今
年
の
４
月
に
介
護
報
酬

が
改
定
さ
れ
、
各
介
護
事
業

で
は
、
４
月
分
の
報
酬
に
つ

い
て
既
に
請
求
し
、
そ
ろ
そ

ろ
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

福
祉
・
介
護
集
会
で
の
厚

労
省
の
講
演
で
は
、「
報
酬
は

減
額
さ
れ
た
が
、
各
種
加
算

を
申
請
す
る
こ
と
で
、
収
入

は
増
額
に
な
る
仕
組
み
で
あ

る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
事
業
所

で
き
ち
ん
と
加
算
請
求
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
み

な
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
の
賃

金
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
自
分
の
事
業
所
で
は
、

報
酬
請
求
で
ど
の
よ
う
な
加

算
請
求
を
し
て
い
る
か
知
っ

て
い
ま
す
か
。
賃
金
改
善
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
処
遇

改
善
加
算
の
意
義
が
問
わ

れ
、
次
期
改
定
時
に
加
算
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
も
危
惧
さ

れ
ま
す
。
事
業
主
に
対
し
、

処
遇
改
善
加
算
の
届
出
・
請

求
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
治
労
は
、
今
回
の
報
酬

改
定
に
伴
う
影
響
調
査
を
自

治
労
加
盟
、
未
加
盟
を
問
わ

ず
、
無
作
為
で
抽
出
し
て
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
関
係
単
組
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

処遇改善加算の
届出・請求が必要

⑲

参加型の研修で、良い組織・職場環境づくりの手法を学んだ

学習会には全道から89人の仲間が参加した

『
い
い
ね
』と
言
葉
で
伝
え
よ
う

『
コ
ー
チ
ン
グ
』で
良
い
職
場
づ
く
り

参
院
選
勝
利
の
決
意
固
め
る

い
て
」
と
題
し
、小
川
正
人
・

北
海
道
博
物
館
研
究
部
長
が

講
演
し
た
。
ま
た
、
自
治
労

組
織
内
え
さ
き
た
か
し
・
参

議
院
議
員
か
ら
、
緊
迫
す
る

国
会
の
情
勢
と
、
来
年
の
参

院
選
の
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
た
会
員

全
体
で
、
安
倍
政
権
の
「
安

保
法
案
」
の
ま
や
か
し
と
危

険
性
、
社
会
保
障
の
切
り
捨

て
に
断
固
反
対
し
、
来
年
の

参
院
選
勝
利
に
む
け
た
決
意

を
固
め
た
。

　

自
治
体
退
職
者
会
中
央
本

部
は
５
月
26
～
28
日
、
札
幌

市
・
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト

で
「
２
０
１
５
年
度
北
海
道

地
域
学
習
会
」
を
開
き
、
28

単
会
89
人
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
中
央
本
部
・

吉
沢
会
長
と
川
端
事
務
局
長

が
「
当
面
す
る
情
勢
と
自
治

退
の
課
題
」「
社
会
保
障
の
動

向
と
自
治
体
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
北
海
道
博
物

館
と
新
し
い
総
合
展
示
に
つ

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
『
い

い
ね
』
す
る
よ
り
、『
い
い

ね
』
と
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
職
場
で
実
践
し
た

い
。

「
良
い
組
織
・
職
場
環
境
を

つ
く
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
肯
定
・
プ

ラ
ス
思
考
で
職
場
の
人
と
向

き
合
い
、
相
手
が
『
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ら
れ
る
言

葉
』
を
意
識
的
に
使
う
こ
と

が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

楽
し
い
内
容
の
講
演
だ
っ

た
。
職
場
で
の
人
間
関
係
を

構
築
す
る
手
法
を
学
ん
だ
。

人
材
育
成
に
悩
ん
で
い
た
の

で
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
。

室
蘭
消
防
協

七崎伸哲さん

佐藤裕治さん

　

研
修
会
は
、「
で
き
る
リ
ー

ダ
と
は
？
」「
円
滑
な
組
織
運

営
と
は
？
」
と
題
し
て
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
株
）・
菅
野
潔
代
表
取
締

役
社
長
、
寺
田
敏
明
取
締
役

が
『
※
コ
ー
チ
ン
グ
』
を
取

り
入
れ
講
演
し
た
。

　

菅
野
社
長
は
「
『
誰
か
が

職
場
環
境
を
良
く
し
て
く
れ

る
』
で
は
な
く
、『
自
分
が
変

え
る
』
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
ど
う
活
か
す
か
が

重
要
だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

「
『
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
』
と

は
、
相
手
に
対
し
て
否
定
で

は
な
く
、
相
手
を
認
め
、
対

話
に
よ
っ
て
相
手
の
潜
在
能

力
を
引
き
出
し
、
自
発
的
に

行
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

人
だ
」
と
強
調
し
た
う
え
で

研
修
会
」
を
開
き
、41
単
協
・

94
人
が
参
加
し
た
。
未
組
織

の
遠
軽
・
標
茶
の
消
防
か
ら

も
４
人
が
参
加
し
た
。

　

北
海
道
消
防
職
員
協
議
会

は
７
月
６
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
２
０
１
５
年

度
北
海
道
消
防
職
員
協
議
会

　

安
倍
政
権
の
軌
跡
を
見
る
と
、
憲
法
改

悪
へ
ひ
た
走
る
姿
が
、浮
き
彫
り
と
な
る
。

12
年
12
月
26
日
、
安
倍
政
権
発
足
。
13
年

３
月
15
日
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
。
12
月

６
日
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
強
行
採
決
。

14
年
４
月
１
日「
防
衛
装
備
移
転
３
原
則
」

閣
議
決
定
。
７
月
１
日「
集
団
的
自
衛
権
」

閣
議
決
定
。
15
年
４
月
28
日
「
日
米
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
締
結
。
５
月
１
日
再
訪
米

し
「
夏
ま
で
に
成
立
さ
せ
る
」
と
約
束
。

５
月
15
日
、
安
全
保
障
法
制
国
会
提
出
。

６
月
22
日
、
国
会
会
期
95
日
間
延
長
強
行
。

　

憲
法
学
者
や
歴
代
内
閣
法
制
局
長
官
は

「
違
憲
」
、
世
論
は
慎
重
審
議
を
求
め
て

い
る
。
政
府
答
弁
も
破
た
ん
し
始
め
て
い

集
い
、『
戦
争
法
制
反
対
！
』
の
声
が
拡

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
。
絶

対
多
数
の
与
党
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
国

民
世
論
を
拡
げ
廃
案
に
追
い
込
も
う
。

�

（
７
月
７
日
、
東
京
に
て
）

る
。

　

国
会
前
の
集
会
は
、
老
若
男
女
が
大
勢

国
民
世
論
を
拡
げ『
廃
案
』に

④

ささきさん
ささき隆博

参
加
者
の
感
想

【※コーチングとは】
　人材開発の技法の1つ。対話によ
って相手の自己実現や目標達成をは
かる技術。 相手の話をよく聴き（傾
聴）、感じたことを伝えて承認し、質
問することで、自発的な行動をする
ためのコミュニケーション技法。

退職者会2015年度北海道地域学習会

北海道消防
職員協議会
2015研修会


